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す
る
装
置
で
す
。
録
音
機
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
々
か
ら
は
「
不
審
な
電
話
や
セ
ー

ル
ス
の
電
話
が
減
り
ま
し
た
」、「
高
齢
者

の
み
の
世
帯
な
の
で
心
強
い
で
す
」
と
の

お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

貸
出
の
条
件
は
、
区
内
に
お
住
ま
い
の

概
ね
65
歳
以
上
の
方
が
居
住
す
る
世
帯

で
、
居
住
者
が
機
器
の
設
置
を
希
望
し
て

い
る
世
帯
で
す
。
な
お
、
貸
出
は
先
着

順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
貸
出
を
希
望

さ
れ
る
方
は
世
田
谷
区
危
機
管
理
部
地

域
生
活
安
全
課
（
０
３
－
５
４
３
２
－

２
２
６
７
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

5
月
14
日
㈰
は
昭
和
の
レ
ト
ロ
感
満
載

の
大
運
動
会
の
日
で
し
た
。
大
勢
の
人
が

集
ま
り
、
尾
山
台
中
学
校
体
育
館
に
大
歓

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

特
に
パ
ン
食
い
競
争
は
、
な
か
な
か
取

れ
な
い
パ
ン
と
の
格
闘
へ
の
挑
戦
が
大
人

気
で
、
な
ん
と
300
人
以
上
が
参
加
し
て
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
50
ｍ
走
は
、
狭
い
急
カ
ー
ブ
を

全
速
力
で
駆
け
抜
け
て
ス
リ
ル
満
点
で

尾
山
台
中
学
校
お
や
じ
の
会

　
　
　

令
和
５
年
度
会
長　

剱
持　

徹　
　

　

当
会
は
尾
山
台
中
学
校
に
子
息
が
い
る

保
護
者
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
来
「
親
（
お
や
）
と
児
（
じ
）
童
の
会
」

が
名
前
の
由
来
だ
と
、
先
輩
か
ら
伺
っ
て

お
り
、
女
性
会
員
も
い
ま
す
。
３
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
す
が
、
多
感
な
成
長
期

で
も
あ
る
中
学
時
代
。
あ
る
意
味
、
保
護

者
の
支
援
が
無
く
て
も
、
自
立
す
る
気
概

が
芽
生
え
る
大
切
な
時
期
を
、
元
気
に
過

ご
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
数
年
間
活
動
を
控
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
2022
年
度
は
、
体
育
祭
や
学

芸
発
表
会
な
ど
学
校
行
事
の
お
手
伝
い
、

毎
月
一
度
の
学
区
内
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
毎
年
恒

例
の
校
内
花
壇
づ
く
り
は
、
11
月
に
生
徒

（
昨
年
は
感
染
防
止
の
た
め
不
参
加
）
や

保
護
者
、
先
生
と
と
も
に
、
様
々
な
花
苗

や
球
根
を
植
え
、
卒
業
式
、
入
学
式
に
満

開
の
花
で
飾
り
添
え
よ
う
と
、
精
魂
込
め

て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
資
金
源
と
な
る

の
が
、
３
年
ぶ
り
の
尾
山
台
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
出
店
で
す
。
今
や
地
域
の
名
物
？

と
な
っ
て
い
る
「
玉
こ
ん

に
ゃ
く
」
に
加
え
て
新
人
気

メ
ニ
ュ
ー
の
「
ル
ー
ロ
ー
飯
」

な
ど
を
、
お
や
じ
の
会
と
、

昨
年
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
賛
で
販
売
し
大
盛

況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
多
く
は
、
現
役
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
は
困
難
で
、
会
Ｏ
Ｂ
の
温

か
い
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
子
ど
も
が
大
人
に
成
長
し
た
と

し
て
も
、
会
に
携
わ
り
続
け
て
く
だ
さ

る
思
い
は
、
子
ど
も
を
、
地
域
を
思
う
、

尾
山
台
な
ら
で
は
の
ス
ク
ラ
ム
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
に
入
っ
た
こ
と
で
、
同
世
代
の
子
を

も
つ
親
、
ま
た
商
店
街
・
地
域
の
皆
様
と
、

多
く
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
か

け
が
え
の
な
い
財
産
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
人
の
た
め
に
灯
り
を
と
も
し
て
あ
げ

れ
ば
、
自
分
の
前
も
明
る
く
な
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
ま
た
地
域

発
展
の
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め

3

3

3

3

3

3

3

3

に

 

◎
自
動
通
話
録
音
機
を

　
　
　

 

貸
し
出
し
て
い
ま
す

　

世
田
谷
区
で
は
近
年
増
加
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
被
害
を
減

ら
す
た
め
、
自
動

通
話
録
音
機
を
無

料
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　

自
動
通
話
録
音

機
は
、
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
と
、

特
殊
詐
欺
や
悪
質

セ
ー
ル
ス
へ
の
警

告
を
発
し
て
、
通

話
の
内
容
を
録
音
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紹
介
！
②
　
　

新　委　員　一　覧

等
々
力
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
の
写
真
紹
介

等
々
力
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
の
写
真
紹
介

今
と
昔
シ
リ
ー
ズ
～
環
八
通
り

の
桜
並
木
～

昭和30年代の環八通りの桜並木昭和30年代の環八通りの桜並木

環八通り等々力不動陸橋付近環八通り等々力不動陸橋付近

今

昔

尾山台中学校おやじの会
昨年の体育祭警備後、参加メンバーで「お疲れ様‼」集合ショット

　  

︱
こ
れ
か
ら
の
行
事
︱

◆
七
夕
か
ざ
り
作
り
と
自
然
観
察
会

�

等
々
力
渓
谷
保
存
会

　
　

７
月
2
日
㈰�

玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
ほ
か

◆
古
着･

古
布
の
回
収�

等
々
力
地
区
町
会
連
合
会

　
　

７
月
９
日
㈰

�

尾
山
台
中
学
校
・
等
々
力
小
学
校

◆
等
々
力
三
和
会
親
子
防
災
大
会

　
　

７
月
17
日
㈪･

㈷�

等
々
力
８
丁
目
公
園

◆
等
々
力
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
　
写
真
展

　
　

７
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

�
玉
川
区
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

◆
さ
ぎ
草
展�
身
近
ま
ち�

緑
化
部
会

　
　

７
月
21
日
㈮

�

玉
川
総
合
支
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
ほ
か

◆
尾
山
台
商
栄
会
納
涼
フ
ェ
ス
タ

　
　

７
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

�

芝
信
用
金
庫
尾
山
台
支
店
前
広
場

◆
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　
　

８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

�

若
林
公
園
・
松
陰
神
社

◆
大
人
と
子
ど
も
の
光
る
ハン
デ
ィ
せ
ん
ぷ
う
き
作
り
講
習
会

�

身
近
ま
ち�

生
活
環
境
部
会

　
　

８
月
22
日
㈫�

玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
集
会
室

◆
玉
堤
町
会
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
　

８
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

�

東
京
都
市
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

◆
尾
山
台
振
興
会
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

８
月
27
日
㈰�

尾
山
台
駅
前

◆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
in
多
摩
川

　
　

８
月
27
日
㈰�

多
摩
川
河
川
敷

◆
玉
川
神
社
例
大
祭

　
　

９
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰�

玉
川
神
社

⃝

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

⃝

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会

 

新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

｢｢第第
33
回
お
や
ま
だ
い
大
運
動
会

回
お
や
ま
だ
い
大
運
動
会
」」

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

︱
等
々
力
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
︱

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
担
当
係
長
に

渡わ
た

邊な
べ�

修し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

《
緑
化
部
会
》

氏 名 所 属 町 会
◎ 吉 村 俊 雄 協 和 会

谷 野 憲 一 協 和 会
三 木 俊 子 協 和 会
大 平 鉱 介 協 和 会

◆ 福 田 嘉 一 協 和 会
髙 橋 昌 規 等 々 力 和 敬 会
小 池 道 雄 等 々 力 和 敬 会
小 池 洋 一 等 々 力 和 敬 会
鈴 木 一 彦 等 々 力 和 敬 会
鈴 木 隆 夫 等 々 力 三 和 会
小池一夫（辻） 等 々 力 三 和 会
小 池 政 子 等 々 力 三 和 会
山 田 直 子 等々力六丁目町会

○ 三 橋 　 均 尾 山 台 自 治 会
◆ 齋�藤�さゆり 尾山台３丁目町会
◆ 沼�尾�加代子 玉 堤 町 会

《
生
活
環
境
部
会
》

氏 名 所 属 町 会
早�川�茂佐登 協 和 会
布�施�由美子 協 和 会

◆ 豊 田 浩 行 協 和 会
◎ 宇田川�博�一 等 々 力 和 敬 会

菅 田 嘉 伴 等 々 力 和 敬 会
髙�橋�あけみ 等 々 力 和 敬 会
鈴 木 義 明 等 々 力 和 敬 会
小 池 清 貴 等 々 力 三 和 会

○ 鈴 木 利 彰 等 々 力 三 和 会
鈴 木 健 生 等 々 力 三 和 会
橋 本 紀 文 等 々 力 三 和 会
山 田 和 雄 等々力六丁目町会
平�野�喜久江 尾 山 台 ク ラ ブ
落 合 勝 正 尾 山 台 灯 交 会
原 田 道 夫 尾 山 台 自 治 会
栗�山�美佐子 尾山台３丁目町会
木 下 千 秋 玉 堤 町 会

《
健
康
づ
く
り
部
会
》

氏 名 所 属 町 会
○ 吉��村�喜代隆 協 和 会

久 保 紗 枝 協 和 会
◆ 岩 本 隆 子 協 和 会

鈴 木 吉 子 等 々 力 和 敬 会
鈴 木 敏 和 等 々 力 和 敬 会
小 島 重 政 等 々 力 三 和 会

◎ 菅 田 照 夫 等 々 力 三 和 会
小池一夫（Ｋ） 等 々 力 三 和 会
園 山 美 映 尾 山 台 ク ラ ブ
片 岡 　 仁 尾 山 台 灯 交 会

《
広
報
部
会
》

氏 名 所 属 町 会
大 平 鉱 介 協 和 会

○ 鈴 木 千 里 等 々 力 和 敬 会
髙 橋 裕 二 等 々 力 和 敬 会

◎ 内 藤 明 成 等 々 力 三 和 会
吉 田 　 明 等々力六丁目町会
兼 子 成 昭 尾 山 台 灯 交 会
落 合 信 一 尾 山 台 自 治 会

会　長 宇田川�博�一

副会長 吉 村 俊 雄

副会長 菅 田 照 夫

副会長 内 藤 明 成

会　長 宇田川�博�一

副会長 吉 村 俊 雄

副会長 菅 田 照 夫

会　計 早�川�茂佐登

会　計 栗�山�美佐子

監　事 小 池 政 子

監　事 鈴 木 吉 子

◎＝部会長　○＝副部会長　◆＝新任
任期は、令和5年5月1日から令和7年4月30日までです。

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会

身近なまちづくり推進協議会（49名） ごみ減量･リサイクル推進委員会（43名）

無
料
で

   

大
井
國
夫
さ
ん
（
等
々
力
6
）

　

令
和
5
年
2
月
4
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
井
國
夫
さ
ん
は
、「
玉
の
清
流
」
99

号
か
ら
146
号
ま
で
13
年
間
編
集
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
部
会
部
会

長
と
し
て
も
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   

斎
藤
重
男
さ
ん
（
玉
堤
1
）

　

令
和
5
年
3
月
20
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

斎
藤
重
男
さ
ん
は
、
世
田
谷
区
町
会
総

連
合
会
会
長
、
玉
川
地
域
町
会
連
合
会
会

長
、
等
々
力
地
区
町
会
連
合
会
会
長
を
長

き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

玉 川 小 学 校 112 名
尾山台小学校 102 名
九品仏小学校 66 名
等々力小学校 113 名
玉 堤 小 学 校 92 名
八 幡 中 学 校 75 名
尾山台中学校 106 名
東深沢中学校 134 名

ご入学
おめでとうございます

　

昭
和
30
年
代
ま
で
は
環
八
通
り
は
桜
並

木
で
し
た
。
そ
の
後
、
道
路
の
拡
幅
工
事

で
桜
の
木
は
等
々
力
不
動
な
ど
に
移
植
さ

れ
、
い
ま
で
も
一
部
は
残
っ
て
い
ま
す
。

す
。
玉
入
れ
、
綱
引
き
、
リ
レ
ー
な
ど
、

東
京
都
市
大
学
や
地
元
の
方
々
の
協
力

で
、
活
発
な
地
元
交
流
が
生
ま
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

�����

主
催���

二
葉
会
商
店
会・尾
山
台
東
栄
会

�����

協
力���

尾
山
台
商
栄
会・尾
山
台
振
興
会・他
11
団
体


